
主要事業個別シート（第２次実施計画／Ｈ２７・２８年度）
ver.1.01

H ～ H

計画値

単位

平成２７年度 平成２８年度 (参考・平成２９年度）

1,430 1,440

単位 人 人 人

④

名称

補足

①

名称 広報紙による制度の周知

補足
年間掲載回数

②

名称 登録者数

補足
受給資格者数

名称

補足

④
指
標

計画値 2 2 2

単位 回 回 回

計画値活
動

活
動

③
計画値

単位

1,420

34,000千円

年
度
別
事
業
計
画

期間内総事業費（H27・H28)① 67,800千円 期間外事業費(H29以降)② - 総事業費　（①＋②） -

③
　
事
業
の
計
画

34,000千円

予
算
額

事業費
国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

31,837千円

31,837千円

①
基
本
事
項

亀山市福祉医療費の助成に関する条例

施
策
体
系

19 -

事業費

国庫支出金

部名 市民文化部

室名 保険年金室

計画コード 事業名

19134 福祉医療費助成事業(子ども)

目
的

対象

概
要

　平成２４年９月診療分から県制度が小学校卒業までに助成対象を引き上げたため、市単独分は中学校入学から卒業
までを対象に医療費助成を行っている。
　また、県制度の医療費助成に加え市単独事業として、市県民税非課税世帯を対象とする入院時の食事代助成及び
助成を制限する所得制限を設けない措置をとり、子育てをする家庭の経済的負担の軽減を図る。

　義務教育終了までの児童の医療費負担を軽減し、少子化対策、子育てを支援する

基本施策の大綱

基 本 施 策

施 策 の 方 向

04:生きがいを持てる福祉の展開

06:社会保障の充実

01:医療費にかかる負担の軽減

事業予定期間 年度

義務教育終了までの児童

目 01:児童福祉総務費

会計 01:一般会計

款 03:民生費

項 02:児童福祉費

財
務
科
目戦略ﾌﾟﾛｼ ﾞｪｸﾄ 04:子ども輝きプロジェクト

主な根拠法令要綱等

35,100千円

35,100千円

平成２７年度 平成２８年度
中学生の通院・入院に要した医療費を助成する。 中学生の通院・入院に要した医療費を助成する。

32,700千円

②
目
的
・
概
要

計
画
額

その他

32,700千円一般財源

県支出金

地方債



事務事業評価シート

①
②
③

臨時職員人件費 ④
⑤

①
⑥

【事業の成果】

【反省点・課題】

【改善の方向性】

款 03:民生費

Ｈ27(主要事業)

①
基
本
事
項

計画コード 事業名 部名 市民文化部

19134 福祉医療費助成事業(子ども) 室名 保険年金室

②
目
的
・
概
要

目
的
・
概
要

対象 義務教育終了までの児童

目
的

　義務教育終了までの児童の医療費負担を軽減し、少子化対策、子育てを支援する

概
要

　平成２４年９月診療分から県制度が小学校卒業までに助成対象を引き上げたため、市単独分は中学校入学から卒業までを対象に医療費助
成を行っている。
　また、県制度の医療費助成に加え市単独事業として、市県民税非課税世帯を対象とする入院時の食事代助成及び助成を制限する所得制限
を設けない措置をとり、子育てをする家庭の経済的負担の軽減を図る。

施策の方向 01:医療費にかかる負担の軽減 項 02:児童福祉費

戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 04:子ども輝きプロジェクト 目 01:児童福祉総務費

施
策
体
系

基本施策の大綱 04:生きがいを持てる福祉の展開 財
務
科
目

会計 01:一般会計

基本施策 06:社会保障の充実

年間掲載回数 実績値 2
単位 回 回

③
指
標

２７年度 ２８年度

①

名称 広報紙による制度の周知 計画値 2 2

補足

③

名称 計画値

②

名称 登録者数 計画値 1420 1430

補足
受給資格者数 実績値 1454

補足
実績値
単位

単位 人 人

単位

④
事
業
の
計
画
・
実
績

年度計画 年度実績
中学生の通院・入院に要した医療費を助成する。 中学生の通院・入院に要した医療費の一部を助成することにより、子育

てをする世帯に対する子育て支援を図った。

　広報掲載　２回（４月１６日号、８月１日号）
　登録者数　　１，４５４人
　助成件数　１３，６５１件
　助成額　　　　　　２９，７５６，３０９円
　医師会等協力金　１，８９６，９６０円

事
業
費

④

名称 計画値

補足
実績値

1,522

国庫支出金
事業費 32,700 31,837 31,653 一般職員人件費 1,138 平均給与額×③

計画額 予算額 決算額
人
件
費

総人件費

県支出金 0 384
0 所要人員 0.15

再
掲

翌年度への繰越額

その他 0 受益者負担率 0.0% ⑤　/　⑥
地方債 0 受益者負担額

前年度からの繰越額 0
総人件費 1,522

一般財源 32,700 31,837 31,653

適切 有効性： 見直しの余地あり 最終評価確認者： 保険年金室長　桜井　伸仁

総コスト 33,175

⑤
事
業
の
評
価

総合判定
　中学生の医療費及び市民税非課税世帯の入院時の食事療養費に対して助成を行い、経済的な負担を緩和すること
により、子育てをする世帯に対する子育て支援が図られた。 Ａ

順調に進んだ

　平成２６年度と比較し、登録者数は横ばいであるが、助成件数、助成額ともに増加しており、事業を継続するため、成果・課題を検証
する必要がある。（増加件数　４２４件、増加額　１，４２１，７１７円、増加率５．０２％）
　（参考）平成２６年度実績
　　　　　　　登録者数　１，４４５人、助成件数　１３，２２７件、助成額　２８，３３４，５９２円

　現在の事業を持続的に実施するため、心身障がい者医療費助成と合わせて、食事療養費への助成などの必要な見直しを検討す
る。

事業目的の妥当性：


